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学習指導要領家庭の変遷を7項目ごとに分けたものである。
表3は，昭和22年版から平成28年公示の8四分の中学校学
習指導要領家庭の変遷を7項目ごとに分けたものである。昭
和 22年版から平成元年版の学習指導要領までは男女が同じ
内容を学ぶのではなく，男子向き・女子向きと区別されてい
る。そのため昭和22年版から平成元年版までは濁尽科目の内
容を記載している。
任准の重要性・喜びゃ楽しさ
小学校では，昭和22年の学習指導要領は栄養の大切さを理
解できること，昭和31年からは食事の栄養的・社交的意義を
踏まえ，家庭生活の団らんや皆で明るい気分で楽しく食べる
ことがわかることが掲げられている。昭和33年から平成28
年公示まで，内容の表現は変化してくるが，「団らんJ「楽し
く」「食事の役割Jなどの郡平があげられてしも。 一方，中学
校では平成10年から平成28年公示まで示されているが，生
活の中で食事の果たす殺到を知る・理解するとのみ示されて
いる。よって，この項目は主に小学校で扱われているといえ
る。
②心身の成長や健康の保持・増進の上で望ましい栄養や食事
のとり方を理解
小学校では，昭和31年以降，主に日常使われている食品の
栄養素および働きについて離れ，食品の組み合わせができ
るようになっている。そして，昭和田年からは， 1食分の献
立作成が記されている。中学校においても，栄養の種類ぞ働
きを知り，栄養的特質や中学生の1日に必要な食品の概量に
ついても瑚手で、き， 1日分の献立作成ができるようになって
いる。この項目は，小学校で学んだ内容をさらに中学校で発
展させて扱われており，食領域のなかでも爵見されている内
容であるといえる。
③正しい知識.t静＆Iこ基づいて食品の品質及び安全性等につ
いて自ら判断できる能力
小学校では，この部分は昭和22年から昭和43年までは扱
っているが，それ以降出扱っていない。中学校においては，
どの年代も食品の品質を見分け，用途に応じて選択できるよ
うにとなっている。そのため，中学校での教育に重点、が置か
れている内容であることがわかる。
④望ましい食習慣の形成
この部分は，小学校では，昭和22年に正しい食事の態度と
心中毒えとのみ記載され，詳しく内容は表記されていなし、。昭
和 31年からは計画を立てて会食のしかた明日膳することが
記されており，昭和53年と平成元年に関しては， この部分に
も「楽しい会食jという語句が入っているものの，平成 10
年からは，J吟殺で、この内容を扱っていなし、。中学校において
は，どの年代でもこの項目を扱っているため，中学校で亘¢1,
的に扱っていることがわかる。さらに平成10年からは「健康」
とし、う語句が入っており，ただ単に食事をするだけではなく，
食習慣が健康に結びつく観長が明確に示された。また，食事
のマナーも同時に培うことで， 他者とのよりよい食を通じた
コミュニケーションや日本の食文化にも関わって扱われてい
る。
事活支術の習得（実習）
食生活学習における技術の習得は， 食事を整える調理の基
礎的な技術を確実に身につけることで，児童・生徒が自立し
て主体的な食生活を営むことをねらいとしている。断貯の習
得については，小・中学校共に平成元年までの学習指導要領
には具体的な料理明暗法が記されてし、るものが動、が，平
成 10年からは基本的な調理を中心に記載されている。これは，
調理を行う時期に応じた旬の食材を使用することへの目白意や，
地産地消を意識した料理を取り入れるとし、った，地蛾持ヰ校
の特色を活かすことと関連している。ここでは，調理の断貯
の習得はもちろんのこと，調理に必要な用具キ喰器の衛生的
で安全な取扱い，；撚車内こんろの安全な取扱いも記されてい
る。平成28年公示では，家電製品の普及から，これまで燃料
やこんろという表記から加熱用調盟誤とし、う表記になって
し、る。
喧洛地域の産物・食文化等の瑚草
小寺ヰ交で、は，昭和田年およひ唱和53年以降はご飯とみそ
汁の調理を通し，日本の食文化lこ角批Lてし、る。中学校におい
ては，平成10年から行事食・地域の食文化や食材を生かした
調理の仕方ができるようにと，各主出戒に目を向けた食文化の
学習となっており，小学校で学んだ和食の基本であるご飯と
みそ汁から発展させている。日本列島は南北に長く， 山明毎
などの地形，四季の変化により，各地方・地墳で特有の食文
化がはぐくまれてきた。郷土料理ヰコ行事食，米飯やみそ汁を
中心とした食事など日本の伝統的な食文化を伝承していくこ
とも食事の役割のーっと考える。
d週拐の課題と実践
この部分は，生活の中から課題を見つけ，実践を通して解
決し，角軟したことを生活に生かすとし、うプロセスを繰り返
すことで，よりよい生活をつくっていくことができる問題解
決能力を身に付けるために必要な学びである。小学校では昭
和31年において具榊句に記されているが，全体的に小・中学
校において証帯されるようになったのは平成 10年からであ
る。
m.鳥取市の小・中学校保護者の食生活の現状
1.調査目的
子どもが成長・発達していくためには家庭の役割は大きい。
その中でも食に関する問題は， 保護者が中心となって担って
いる。家族一緒の食事は，家庭教育の第一歩であるとともに，
家族のコミュニケーションやしつけの場でもある。近年，核
家族化の進展，共働きの増加などの社会環境の変化や，外食
ヤ調理済み食品の利用の増加などの食品流通の変化等を背景
として，食生活の在り様も大きく変化し，保護者自身の食生
活の現状がわかりづらい。そこで，ここでは，鳥取市内の小・
中学校の保護者を対象とした全数調置から，子どもの食教育
を担う保護者の食生活の状況を把握し，その背景要因につい
て，①保護者を取り巻く生活環境そ命保護者の受けた食教育
の内容から考察する。
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表Z 小学校家庭科学習指導要領の変遷
昭和
昭和訓年 昭和33年 昭和43年 昭和53年 平成元年 平成10年 平成2日年 平成28年告示22年（鼠寮）
帰除とともに最も多〈実 家庭生活の団らんにも 家族が気持よ〈獲し〈食 食事は家篠田団らんの 簡単な間食を整え，す 簡単な間食を整え、食 日常田食事に闇心を 食事由世割を知り、日 食事由世割が分かり、
行している食事の手伝 食事のたいせつである 事をすることができるよ ためにもfこいせつであ すめ方及び食べ方を工 ペ方やすすめ方を工夫 もって、調和のよい食事 常の食事の大切さに気 日常田食事の大切さと
いの方法の理解する． 己とがわかる． うに、工夫する． ることがわかり、日常国 夫しI団らんの縄を楽し し、団らんの場を楽し〈 田とり方が分かるように 付〈． 食事の仕方について理
食事のしかたを考える， 〈する．ことができるように することができるように する． 解する．
する
①食の重要性・ 家族の健康を保つ上 食事のもつ栄聾的・宇土 食事についての栄聾的 食事についての栄聾問 おいし〈食ペるために圃
喜びゃ型軽しさ Iここと、栄を理養解のすたるいaせつな 交的意還がわかる．
な意穫について考え な憲章底がわかる． 仕程計方を画工を考夫すえ、る圃．湿の
る
皆で明るい気分で援し〈 明るい滑理な食事の場 盛り付けや配膳を考 援し〈食べるために日常
食事をする． を作り、楽し〈会食する え！裂し〈食事ができ 由食事の仕方を考え、
しかたを実習する固 る． 工夫する三と．
日常食品のもつ栄益分 日常食品の栄養素につ 日常食品と難養素の聞 日常食品に含まれてい 体に必要な栄養素とそ 食品の栄養的な特徴を 体に必要な栄養素白星 体に必要な栄養素の種
について知るー いて調べ、理解し、業益 係およびそのはたらき る栄養素及びそのはた の働き及びそれらの援 知り。食品を組み合わ 簡と働きについて知る． 瞳と主な働きについて
的な基礎食品群につい がわかる． らきを知弘食品を組み 釜棄を含む食品の種掴 せてとる必要があること 理解する．
て知る． 日常食品を栄養素に 合わせてとる必要がお が分かり．食品の組み がわかる．
｜よすっるてこIとが蹄できるに固分蝿 ることを理解する． 合わせてとる必要があ間車に必要な材料の分 ることを理解できるよう
②心身の成長や 栄養闘な食晶の組合せ 栄華聞な食品の週択や それぞれの食品解から 量及び栄養を考えた材 にする． 食品の栄養的な特徴壷 食晶の栄華聞な特徴が
健康の保持・増 がわかる．｛基礎的な食 組合せ方を知る巴 食品を選んで、組み合 料の組合せ方がわか 知り、食品を組み合わ 分かり、料理や食品を
進の上で望ましい
品群による．）食品には わせて食べなければなる． せてとる必要があること 組み合わせてとる必要
消化しやすいものと消 らないことがわかる． がわかる． がil,ることを理解する．
栄養や食事のとり イヒUこ〈いものとがある
方を理解 ことがわかる．食品を栄
養的に取り合わせるこ
とカ宅できる．
美味で好みに合った酷 献立した食輔のおおよ 1食分の献立を作り。栄 栄養を考えた食輔のと 1食分即金事を考える． 1食分の献立を考える．献立を構成する要素が
立を作ることが必要で その量を割る． 聾を考えた食物のとり り方が分かりJ食分の 分かりJ食分の献立に
あることがわかる． 方を理解する． 献立を作ることができる ついて栄聾バランスを
ようにする 者え、工夫する
食品に対するS臨時を理 日常食のぜんだてがで 目織の食事のぜんだて 調理する材料の栄聾．
③正しい知徹・情 め．進んで研究的曙贋 きる＠’惨事ゃくだものの ゃあとかたづけを衛生 分量、貝分lす方がわか
報に基づいて食 を餐う． 鮮度がわかる．安くてよ 的、能車問にするしか るとともに、これを衛生
晶の品質及び安 い品を畳んで買おうとす たを考えて、実習する． 的に取り級うことができ
全性等について
る．材料を塗える碕糊 食品などを衛生的に取 る．目録食品に含まれ
がわかる．栄養的自橿 り鍛う。材料をととのえ る業餐棄の種類や割合
自ら判断できる能 にかなった食品の畳択 る時期を知り、鮮度、品 によって．食品としての
カ ができる． 置、費用などを考えて 特貨があることがわか
材料を運ぶ。 る．
正しい食事の態度と，b 日常の食事件法を身に これまでの軽量をもと E膳｛ぜん〉して、望まし 家庭生活における会食 家庭生活における会食
続えを作る． つける．掴かれた場合 にして、日常の食事の い食事のしかたができ、 の意義を理解させ。計 由量轟を理解し、計画
や来客のあった宿舎． 望ましいしかたについて お茶由欽み方．菓子や 画を立てて楽しい会金 を立てて楽しい会食が
皆とともに望ましい徹底 考える．皆とともに望ま 〈だも由の食ぺ方を実 ができるようにする．盛 できる．
で茶菓や食事をとること しい勉庄で食週院をする 置する． り付け及び配属益｛はいぜ 盛り付けや配膳（ぜん）
⑨望ましい食習 ができる．食移由鳩間 しかたを実習する，栄 t土移を計画に躍って手 ん）を工夫し望ましい を工夫」彊ましい食事
慣の形成 や分量を適度にする． 聾、費用、季節．好みえよ 服よ〈遂める．仕$を悩 食事の仕芳がわかる． の仕方が分かる．
咽食白書がわかる．予 どを考えて‘献立を作ら カして貨を皐的に遭め
算や社会事情・季節や なければ怠らないことをる．
行事等を考慮して食品 知る。
を取り合わせなければ 仕事を計画に従って手
ならないことがわかる。 阻よく進める。仕事を協
カして能率的に進め 調理に必要な材輔自選 調理に必要な材料の選 調理に必要な材料の分 調理に聞心をもち、必 調理に必要な材料の分
る． ぴ方及び計量の仕方が び方や計量の仕方が分 量が分かり．手踊を考 重な材料の分量や手順 置や手閣が分かり、調
分かる， かる． えて調理計画を立て を考えて、調理計画を 理計画について理解す
目的に応じた調理主去が 調理に必要な材料と分る． 立てる固 る．
分かり！計画を立て。 調 量削分かり、計画を立
理が能率的にできる． て＂手順よく間理ができ
来客に茶菓や食事を遭 お茶由入れ方i飲み お奈の入れ方．出し方．
めることができる． 方i軍手や〈だものの 草子や〈だもののすす
食べ方や来客に対する め3与を実習する．
茶め葉方をゃ実くだ習もすのるの．すす
日常食町簡単な調理が 調理するものの目的 野菜回生食！ゆで卵！ 野菜の生食！ゆで開． 野菜や卵を用いて簡単 材料即決い方、切り方、 材料の洗い方、切り方． 材料に応じた洗い方、
できる．食晶の羨い方、 や、栄養の効果などを 青議田淵いためなどの 輯黄色野薬師抽いため な調理ができるようにす 味由付け方及び片づけ 昧の付け方、盛り付け、調理に適した切り方、味
切り方、加熱田しかた、考えて、食品を洗った 簡単伝調理を実習す や、米飯！みそ汁。卵料 る．食品目決い方、切り の仕方が分かる．日常 冒E膳及び後片付けが適 国付け方、盛り付け、酉E
昧のつけ方、盛りつけ り、切ったり、加熱した る． 理！じゃがいも科理。サ 方、加熱の仕方、時の よ〈使用される食品を用 切にできる．調理由墓 陪及び後片付けを理解
方の基礎ができる．調 り、味をつけたり、盛り 必要な調理器具の憧い ンドイツチ！飲み摘など 付け方及び盛り付け方 いて、ゆでたり！いため 礎についてゆでたり、い L.置切にできる．材料
理用具食器などを安 つけたりするしかたがで 方、簡単な手入れのし の簡単な調理ができ が分かる．野草を切っ たりして罰理ができる。 ためたりして調理ができ に適した決い方、調理
金かつ能率的1＝配置す きる．野草の生食、ゆで かたがわかる．調理に る。食品の洗い方．切り たりいためたりできる． 米飯及びみそ汁の胡理 る．米飯及びみそ；すの に適したゆで方、いため
ることができる．調理周 卵、青草の2闘いため、 必要怠計量器の扱い方 方、加離の仕方、隠の また．卵をゆでたり焼い ができる． 調理ができる． 方を理解し、適切にでき
且の種誼や間決がわか ごはん、みそ汁、目玉 がわかる． 付け方及び個盛り付け方 たりできる。日常よ〈使 ること．
札その簡単な手入れ 俊．こふきいも、サンド 調理するものの目的や I,＜分かり．調理が手圃 用される食品を用いて
ができる．調理に必要 イッチ祖IXの簡単な目 栄豊田勘畢怠どを宥え 良〈できる． 簡単な嗣理ができるよう
なばかりやその他の計 常食田翻理を実習す て、食織を洗う、切る、 にする．米飯、みそ汗．
⑤技術の習得
量穂町使い方がわか る． 加融する、味をつける、 じゃがいも料理、魚や肉
り、そ田使用に慣れる． 調理用具の種類と使い 盛りつけることなどがで の加工品を使った料
（実習） 仕事を計画的に手順よ 方、簡単な手入れの仕 きる． 理、サンドイツチ、飲み
〈進めるようになる．街 方を知り、能率的に配 相などの調理ができ
生前に食事をする． 置する．調理に必要な る．
計量器の使い方を知
る．
食事の手伝いについて 安全で能率的な園理 燃料やこんろの安全で 清潔で働きやすい身巳 間理に必要な用具及び 間程に必要な用具や食 園理に必要拡用具や食 園理に必要な用奥や食 翻理に必要な用具や食
術生上i能率よから考 台・3慢しなどの百置さ・広 合理的な恒い方奇知 たくをする.ml理用具． 食Itの安全で衛生前な Ifの安全で衛生的な取 舗の安全で術隼的な取 器の安全で術生的な取s，の安全で術隼的な取
a置すべき点の理解す さ・12置がわかる．園理 る．鯛理用具・食縛ふ 食器’怠どを安全に術隼 取揖い並びに鎗軒及び 揖い及日開軒やこんろ 揖い及びこんるの安全 復い及びこんるの安全 級い及U加舶用調理縛
る． 用具 食ー緩怠どを清潔 きんなどを衛生的に取 的に取り篠弘醐理に恒 こんる田安全な取揖い の安全な取録いができ な取扱いができる． な取扱いができる． 具目安全な取扱いにつ
にしまつすることができ り級い、廃棄物を衛生 用する燃料やこんろの カTできる． る． いて理解し、適切に慣
る．ごみなどの鹿棄物 的に処理する。食事由 安全で合理的な扱い方 用できる回
を衛生的清潔に処理 場や台所を清潔に保 がわかる．あとかたず！？
する＝とができる．調理つ． が安全に衛生的にでき
用曙料を安全かつ合理 る．
的に使うζとができる．
ζんろの手入れ．保官
ができる．調理に適当
な服装・その他を整える
ことができる．食標・食
絢・台所・食穆由場所を
衛生的に保とうとする．
⑥各地域の産 ※ごはん、みそ汁の翻 ※米飯、みそ汁の調理 ※米飯、みそ汁回調理 ※米飯、みそ，＋の間程 ※米飯、みそ；＋田調理 ※伝続的な日常食であ
物・食文化等を理
理ができる． I,＜できる． ができる． ができる． ヵeできる． る米飯及びみそ汁の詞
理由仕方を理解し、適
解する 切にできる．
食器やふきんの衛生的 材料の見分け方につい 楽し〈食事をするための 来1食分の献立につい
な洗い方やしまい方が て調べる。 工夫をする． て栄聾バランスを考え、
わかり、これを実躍しょ 工夫する．
うとする． 業おいしく食ベるために
食事の形式を簡素化 副理計画を考え、調理
し、楽し〈能率的に食事 の仕方を工夫する．
カ電できるようにしようとす ※楽し〈食べるために目
る．食品の取織を衛生 常の食穫の仕方を考
⑦生活の標題と 的、科学的にする鯵度 え.I夫すること．
実践 ができる．仕事を脇カし ラ長献立を権威する要素
て能率的にする慾置が が分かり、1食分の献
できる．食事の形式を 立について最善パラン
簡素化し、棄し〈能率的 スを考え、工夫するa
に食事ができるようにし
ょうとする．仕事を能率
的にする設備や器具に
つ善いすてる〈よふううにし努台め所るを．改
※lま2カ所に当てはまる
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表3中学校家庭科学習指導要領の変遷
昭和22年（試案） 昭和33年｛恵庭） 昭和44年（憲鹿｝ 昭和52年 平成元年 平成10，年 平成20年 平成28年公示
①喜食びのゃ重獲要し性さ・
食生活について理解する． 生活の中で食事が果たす世 生活の中で食事が畢たす世 生活の中で食事が畢たす世
割を知る． 割を理解する． 調について理解する．
集葺に閲する知識をー 層確 地減のlit僚や自分の割佐渡の 青少年や成人の製葺を理解 青少年の栄華の特徴を知 健庫と食事とのかかわりにつ l葺棄の種曹と働きを知り 中学生に必要な栄葺の特徴
実にする． 栄聾の実鯵を理解する． する． る．青少年の1固に必要な童 いて知る.l能書棄の橿掴と働 中学生に必要な栄聾の特徴 が分かる．
将剰として檀用する食品の 晶の橿瞳と’E量を知りi献立 きを剣り中学生の時期の栄 について考え晶＠
栄華舗を理解する． を肴えることができる． 聾の特徴について考える．
②心身の成長や
健康の保持・増
進の上で望まし 5震聾的な童事計Eの能力を 宣晶の栄聾的特置を知る． 食品の栄養的特置や中学生 中学生の1日に必要な食品
い東養や食事の 葺う． の1日に必要な食品の種頭 の種頬と概量が分かり，1日
とり方を理解 と概量について知晶． 分の献立作成の方法につい
て理解する．
献立作成のIf冒をする． 家族の日常食の根立作成が青少年や成人の日常食の献青少年の1日に必要な食品 中学生に必要な栄聾を満た 中学生の1自分の献立を考 中学生の1自分の献立作成
できる． 立立てにつられいるてよ理う解にしする献立が 脅の種える彊ことと橿が量でを者知るり献立を す1日分の献立を考える． える． ｜の寸時Z につ川考え 工夫
食品に対する常識を畳かに 目維の食品や量別法を理解 食品の艦別を理解し令食品と食品の性質とその遺択につ 食品の栄養的椅置を知る． 食品の品質を且分け。周途 食品の品質を見分けi用途 日常主活と聞連付lす，用量
する． し食物と衛生についてわか 食物の衛生約な陰極いがで いて栄華的特置や米魚 米魚肉牛軌野里 ’l、に応じて量担できる.j量生活 に応じて量担できる． に応じた食品の遺担につい
る． きる． 肉。野草食塩且びみその 量紛の調理よの位置を知 の安全と衛生に留置する． て塑解しI適切にできるこ
調理ょの性置を知る．また る．食品の晶置を且分け用 と．
般頬1生鮮食品などの品質 途に応じて適切に食品を遭
③正しい知識・情 の良否を見分けることができ ぶことができる．
報に基づいて食 る．小量粉油脂寒天しょ
晶の品質及び安 ヲφ：＆（｝.食酢の調理上の性
全性等について
置を知る．食品の晶置表示
:&tJ.食品添加物を判る．加
自ら判断できる 工食品の利用と調理との聞
能力 係について考える。肉と魚の
橿掴による違いを知る．牛
乳｝卵且ぴでんぷんの掴理
ょの性置を知晶．
食官僚の改革のーっとして 食習慣の改量豊田る．食物 食生活の改善ができる能力 適切な童事のとり方亙日食 適切な食事のとり方及び食 健康と食事とのかかわりにつ健康によい食習慣について 健康によい童冒慣について
④望ましい食習 粉食の重要性を認識しそ の昧に聞する畢買を高め を聾う．食事作法や食事の 事作法について考える． 事作涼について考える． いて知る．自分の食生活に 考える． 考え工夫する＠
慣の形成 の甚衡を習得する． る． 社会性について理解する． 聞心をもっ．
使用目的 価格などに応じ
た食品の亜日方を考えるa
簡単怠基本的な悶理手法を 間理法の改穫をする．飯類 日常食携帯食などの調理 日常食の調理について米飯 米を聞いて変わり飯の調理 簡単な日常食の調理や工夫 基本的な日常食の調理がで 網”に適した加者高調理の仕
習得する．調理控術を発展 パン頭iめん曹の調理，蒸し ができる． :&tJ.みそやルを用いた汁 や，魚や向を用いて焼き物I ができる． きる． 方について理解し！基礎的な
させる．食生活の能率化の 物！しるもの。牽舗。機物の ’”｝急や肉の泊焼き且び卵 議物又は汁物やI野草を周 日常食の翻翠が適切にでき
ー端として共同炊事を実行 間署！.l度予の作り方などの Ilきや野車、果物などのい いていため納ゆで物又は る．
する素地壷作品．大量の食 基礎的控衡を冒得する， ため物：＆tJ.サラダ豊作ること あえ物音作ることができ！め
晶処理の瞳術を習得する． ができる．すし匝と置まし ん掴を用いた悶理や小量粉
汁乾めんひき肉野聾を を用いた菓子ができる.j主
悶いた祭物且び緬If物を作 塩みそしようゆ！さとう！食
⑤技術の習得 ることができる。小麦粉を周 酢 油脂について適切な取
（実習） いた草子且ぴ寒天を用いた 扱いができる．
寄せものや味付け飯とくず
汁魚の煮物や直火焼きが
できI海蕩魚介！野菜など
を周いた酢の物及びあえ物
や卵を用いた蒸し物，小麦
粉｝卵などを用いた王火焼き
ができる．
台所や童晶貯薗喝などの草 調理器具と食器の取緩いが 副理用具と副理然輔の世い 食品や調理用具の聖堂で術 食品や臼理器具等の適切な 食品や調理周具等の適切な 食品や間理器具＂＇ の宮室と
普をする． できる．来事費働の舵率化と方且びそれらの安全，.取録 隼的なIl<級いができる．調 菅理ができる． 曹理ができる． 衛生に留置した菅理につい
調理設および台所の施誼量 いができる。 理問然源の適切な取扱いが て理解しI適切にできる．
晴ができる． できる．
⑥各地場の産 郷土料理などの作り方がわ 行事食の献立作成ができ 日常食や地峨の食材を生か 地続の食材在生かす怠どの 地媛の食文化について理解
物・食文化等を かる． 行事食郷土料理などが調 した調理の工夫ができる． 調理を亜して地域の食文 し勉域の童材を用いた和
理解する
理できるa 化について理解する。 童の調理が適切にできる。
調理手俸を科学的にする心 会食について書置をもち。E十聾置をもって日常食又は旭 業盤底によい食胃慣につい
Iiえを豊う． 画を立てて実躍する． 鳩の童材を生かした調理む て考え工夫する．
どの活動について工夫し会計※中学生の1日分の献立作
国を立てて実蹟する． 成の方法について考え 工
⑦生活の観題と 食生活についての観園と実 失する．
実践
量 日織の’量分の閤翠につい
て 食品の遺択や調理の仕
方，闘理計画を考えI工夫
する．
宣生活についての課題と実
蹟
その他
裁が固の宣斜事情を理解す 家庭経済と童物費について 童物費と生活費との関係1-
る． 理解する． ついて考える。
※は2カ所に当てはまる
2.間査方法
鳥取市内の公立小学校（44校） 5年生および公立中学校（17
校） 2年生の保護者を対象として質問紙法による調査を実施
した。有効回収率は，小学校5年生の保護者 89.6% (1,503 
名），中学校2年生の保護者85.2% (1, 353名）で、あった。回
答者の主な属性を表4に示す。
食機能に分類して問うた。これによって，保護者の受けた食
教育との比較が可能となる。そして，食機能から見た保護者
の実態が把握できると考えられる項目 任凍庭でのみそ汁の
だしの使用状況，＠洪食状況 （朝食・夕食）, CT澗理済み・イ
ンスタント食品などの使用頻度や使用理由， ④朝食の摂取，
⑤食材購入意識（産地と安さ）ーを設定した。以上の内容の
うち，要になる食機能について説明する。表4銅査対象の属性
且主蓋£%
属性
小学5年生保護者 中学2年生保護者 合計
[n=1503] [n=1353] [n=2856 
性別 男性 122 (81) 101 (7.5) 223 (7.8) 
女性 1381 (91.9) 1252 (92.5) 2633 (92.2) 
年代別 20-30歳代 627 (41.7) 323 (23.9) 950 (33.3) 
40歳代 828 (55.1) 903 (66.7) 1731 (60.6) 
50歳以よ 48 (3.2) 127 (9.3) 175 (6.1) 
3.調査内容
表5に，調査内容の構成と評定対去を示す。保護者には属
性（子どもの学齢，性別，年齢）および普段の食生活への意
識を調査するために，食生活で気をつけていることを4つの
食生活の機能としては，生瑚句（肉体的）な機能（2項目），
社会的機能・精神的機能 （5項目），教育的機能 （4項目），
文化的（伝承）機能（3項目） の4つに分けて取り上げてい
る。生輔句 （肉榊句）機能とは，人聞が生命を紺寺するため
に食物を毎日摂取し，体内で消化吸収して生命を維持し， 活
動のエネノレギーlこする機能で、ある。社会的機能・精神白嚇能
とは，食を通して人間同士がお互いを認め合うなどコミュニ
ケーションをとることや，また，食べ物の味や香りを楽しみ，
心騨ぬ満足も得る機能である。そして教育隊機能とは，食
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卓を通して子どもが成長・発達する中で食べ物に関する知識
やマナー，習慣を身につける場などの機能をしづ。文化的（伝
承）機能とは，家庭の味や地域の伝炉J句調理が失われつつあ
るが，特に，各地の郷土料哩や行事・儀式の際に食べられる
食事の食文化や伝承の機能のことである。
4.分析方法
小学校5年生と中学校2年生の保護者を20-30歳代， 40歳
代， 50歳以上の3区分し，年代別に食生活に関する意識や行
動を比較する。これは保護者の年代と保護者が学んできた学
習指導要領の内容からそれらを分析するためである。
5.調査結果およt縛察
(1)食機能からみた保聾者の食意識
表6は，保護者が「普段の食生活で気をつけていること」
について，年間リかっ食機吉田IJに各項目の嵐R割合を示した
ものである。また，前項でまとめた各年代の受けた食教育の
概要も列記している。具体的に示すと生理財幾能には 「栄養
バランスのとれた食事」・「食品の安全性」の2項目，社会的・
精神白嚇能には，「家族と食卓を囲む」「手作りしたものを食
べる」・「季節感のある食事」・「おいしさや楽しさなどの実
感」・「家族と一緒に調理する」の5項目，教育自機能には「食
事の正しいマナーやf宵去」，「規則正しい食生活リズムの実践」，
「食べ残しゃ食品廃棄の削除」「生産から消費までの流れの理
解」の4項目，文イヒ耐幾能には 「地場産物の使用」「日本型食
生活の実践j「郷土料理の伝承jの3項目である。
まず，保護者の食意識の概要を把握する。どの年代も6劃
を超えて気をつけていることは，生瑚切幾能の「栄養バラン
スのとれた食事Jであり，最も高し、割合で、あった。続し、て，
社会的・精神的機能における「家族と食卓を囲む」と教育的
機能における「食事の正しいマナ）や附去」を半数以上の保
護者が意識をしていた。これら2項目は，全ての年代で小学
校あるいは中学校のいすサもかで学習が保障されている項目で
ある。それに対してもっとも低し、項目は，教育的機能の「生
産から消費までの流れの醐手」であり，どの年代も1割以下
とほぼ意識をしていない状況にあった。この内容については，
全ての年代で、小・中学校家庭科では扱われていない内容では
あるが，普段の食生活でも意識されにくし唾柄であることが
わかる。 次に低い項目は，文化朕麟能の「郷土斜理の伝承」
であり， どの年代も1割を満たしていなし、。小・中学校の昭
和53年と平成元年の家庭科すなわち40歳代以下の保護者に
おいて怯扱われていない内容である。
次に，食の機古田リに保護者の意識を捉える。生理的機龍に
ついては， 他の機能に比べてどの年代の家庭科でも扱われて
いる重要な内容である。しかし， 「食品の安全性」については，
特に20-30歳代では3割程度の意識にとど、まっている。この
ことは，若い世代ほど食品が与える健康への影響について認
識洲底い，言し、喰えれば，安全を過信しているとい、え，自
らの命・健康を守る家庭での食教育は寸づ士でない実状にある
と考えられる。
社会航機能・精神前職能の「手作りしたものを食べる」・「季
節感のある食事」の2項目に関しては，どの年代も学習指導
要領には明記されていない内容であった。そのためか，特に
若い制℃ほど意識している保護者が少ない。最近は外食や調
理済食品の購入も気軽にできることや，農業ぜ併や流通が発
達したことから，農作物が鞘Hを問わずいつでも手に入る時
代である。句の食材や季節ごとの行事を意識し，家族と一緒
に手作りしたものを食する意識が薄れていると考えられる。
教育院職能では，「食べ残しゃ食品廃棄の削枕が50歳以上
より 20-40歳代の方がわずかに意識が高いことがわかった。
この内容は，学習指導要領には明記されていないが， 「環境に
配慮した消費生活」との関連で平成20年以降の学習指導要領
で扱われることのある事初である。 環境問題や資源の有限性
にっし、て学忘磯会は，家庭科教育に限らず若い年代の方が多
いものと考えられる。
文化的機能分野では，若い年代ほどこの分野の家臨ヰ教育
を受けている傾向にある。しかし，どの年代においても他の
機能より意識が低い項目であることから，家庭における食文
化の継承は期待しづらい現伏にあるとし、える。
（お食機能からみた保護者の街守動
次に，食の機育問リ・年代別lこ，保護者の食行動について把
控する。
表5調査内容
調査内容の構成
子ともの学齢
性別
T [2カテゴリー］
[2カテゴリー］
[3カテゴリー I
評定方法
1)小学校方年生， 2）中学校2年生
属性
朝食の摂取
共食状況
調理済み，インス免ノト
食品などの使用
家庭でのみそ汁のだし
普段の食生活で気をつ
けていること
年齢
朝食
主主
畳旦担l孟
茎生血撞盤
H段階評問
食材購入意識（産地と安さ） 1[3カテゴリー］
1)男性 2）女性
1)20--30歳代， 2)40歳代，3)50蟻以上
1)「毎日食べているJ.2）「週（：：4～5日食べる』
3）「週に2～3日食べるJ.4）「ほとんど食べない
「朝食を家族そろって食べる」 1）いいえ， 2）はい
「夕食を家族そろって食べる」 1）いいえ， 2）はい
1)よく使用する， 2）時々 使用する， 3）ほとんど使用V.i:い，4）使用じない
「おいしい』「調理時聞を短縮できる」「料理を作るのが面倒』
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『－』‘’ ，，，、同~1-1 司’，.，四』．”’‘ーー円司、，·~·，’司 τ＂、~ v一 一一
現在の親の年齢注1) 57歳以上 56 48歳 47 36歳 35 26歳 普段の食乞習で気をつけていること（%）
年代別学習指導要領 昭和33年版 昭手間4年版 昭和53年版 平成元年版
食機能 中 中 中 中 20--30歳代 40歳代 50歳以上
生理的 栄養パ子宮シスのけLた食事 。。。。。。。。 60.8 68.8 65.7 
機能 1食品の安全性 。。。。 。 。 29.9 392 44.6 
社会的・ 家族と食卓を圏む 。 。 。 。 64.7 638 57.7 
精神的 手作りしたものを食べる 45目4 47.4 50.3 
機能 季節感のある食事 。 33.5 422 41.1 
おい1店や楽l店な印実感 。 。 。 25.3 26 25.1 
家族と一緒に調理する ム I』 /:, /:, I』 ム /:, ム 11.2 9.3 6目9
教育的 ｜食事の正しいマナー や作法 。 。。。。。。 65.6 57.9 52 
機能 ｜規則正しい食生活リズムの実践 。 。 。 。 31.9 33.4 33.7 
｜食べ残こしや食品廃棄の削減 30.1 31.1 26.9 
生産から消費までの流れの理解 1.7 2.5 3.4 
文化的 地場産物の使用 17.9 29.1 25.1 
機能 日本型食生活の実践 。 。 。 8.2 10.2 15.4 
郷土料理の伝承 。 。 2.5 3.1 5.7 
注1）保護者の対応年齢は、小学校5年生（10歳）時に実施されている小学校学習指導要領をもとに表記している
注2）小小学校学習指導要領， 中中学校学習指導要領
注3)0・保障している， ／：：：，，：学校での学びを家庭生活に結びつけて実践する
1) 生理的機能
図1は，家庭でのみそ汁のだしのとり方について示したも
のである。自然だしは，煮干し・かつお節・こんぶ等の使用
を指している。2030歳代では手軽な頼粒だしゃだし入りみ
そを使用する頻度が高くなっており，およそ9害肋ま使用して
いる。自然だしにおいては， 20-30歳代での使用はl割，年
代が上がるにつれて使用割合はやや高くなっている。煮干し
だしのとり方は小学校のみそ汁の調理で，かつお節のだしは
中学校の汁物の調理で習得しているにもかかわらず，約8割
の保護者が安全性に関する釘峨符周理の経験があったとして
も，実生活においては簡便性・手l腹性を優先しているのが現
状である。
% 
回頼粒だし，だし入り味噌
100 88.5 
80 
?????
。
20-30歳代 40歳代 50歳以上
図1家庭でのみそ汁のだし
2) 社会的・精神的機能
図2は，共食の状況を示したものである。朝食を家族そろ
って食べる割合はどの年代も3害保護であり，夕食の共食は
20-30歳代が一番高く約6劃，続いて50歳以上， 40歳代とな
る。家族と食卓を囲むことの大切さはどの年代で、も小学校で、
学んでいる内容であるが，近年女性の社会進出が増え，厚生
労働省白書によると，平成28年の女性の年齢階級労働率は，
25 29歳で81.7%, 30 34歳で73.抗 3539歳で71.8%, 40-44 
歳で75.7弘 45-49歳で78.5%, 50-54歳で77.2%となって
おり， 40歳代の女性就業率が高くなっている2）。また、男女
とも 40歳代から仕事の中で責任ある役職に就く傾向もあり
多忙であるとも考えられる。
どの年代も，表6では「手作りしたものを食べるJことを
9も
100 
80 
63.2 
60 
40 
20 
。
20-30歳代 40歳代
回朝食
ロ夕食
50歳以上
図2共食状況・「家族そろって食べる」
5割程度は意識しているものの、主として調理時聞が短縮で
きるといった理由で，約6割の保護者が調理済み食品・イン
スタント食品を「よくjあるいは 「時々」使用している。特
に40歳代では，約8割が調理時間の短縮を目的として使用し
ており（図 3-1・2），生活環境の影響を受けていると考えら
れる。調理済み食品は，栄養バランスの悪さが一般に指摘さ
れており， 加えて画一的で濃い味である傾向が強く，味覚が
発達しないという問題も指摘されている。そうではあるが，
手作りするためには， 調理に関する知識や技術の他，時間的
なゆとりが関与しているが，現実には時間的な要因によって
使用されることが多いと考えられる。
3) 教育的機能
保護者の朝食摂取尉兄をみると，2030歳代では毎日食べ
ている人は8割，ほとんど食べていない人は1割弱で、あった
（図4）。朝食の摂食は，「規則正しい食生活リズムの実酌の
一部と考えられるが，この内容は中学校において全ての年代
で学んでいる事柄である。また，表6の意識面においても，
普段の食生活で規則正しい生活リズムを意識している人の割
合はどの年代も3割程度と低い。これらの実態から，備萎者
の3人に2人は，自身の食生活リズムに関して普段から意識
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2o-30歳代
ロよく使用
する
図時々 ｛吏用
する
ロほとんど
使用しな
．出用しな
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図3ー 1調理済み食品・インスタント食品の使用頻度
図50歳以上
図40歳代
料理を作る
のが面倒 ロ20-30歳代
調理時間を
短縮できる
おいしい
%。
誌j・T
50 
図3-2 調！!i済み食品・インスタント食品の使用理由
100 
することなく，朝喰を食べないことにさほどの問題意識を持
っていないと思われる。しかし，このことは保護者だけの問
題ではなく，生活を共にする子どもの食生活に関する相関は
高いことからへ子どもの食習慣や健康への影響が懸念され
る。
また，保護者の「家族と一緒に調理する」としづ意識はお
よそ1割である（表6）が，鳥取市教育委員会と鳥取大学が
行った平成 28年度食生活と学校給食に関する調査4）による
と， 「家庭での事曜（手伝い）Jの状況は，「ほとんどしない」
あるいは「しない」と答えた中学2年生が5割，小学校5年
生が約3割であった。この結果からも，小・中学生は家願ヰ
において調理実習を行っている，また保護者もそれを知って
いるにも関わらず，家庭での調理を食教育の一環として保護
者が意識しなければ，家庭で調理技術州云えられる機会も減
少し，食生活のリズムを実践的に形成することも難しいと考
えられる。
4) 文化的機能
図5は，食械潜入のあり方（面白と安さ）を示したもので
ある。糊産物の活用は，児童・生徒に地域の産業や文化に
関心をもたせたり，地域において農業等に従事している方々
に対するJ翻tの気持ちを抱かせたりするなどの教育的効果が
ある。加えて，顔の見える生産者により供給される食材は，
安全性が高いといわれている。また，日本の各地には，昔か
ら作られ，食べられてきた野菜や果物がある。これは長い時
聞をかけてその地の気候明也質にあるように改良され，樹寸
いたもので，郷土料理にも使用される。地場産物の購入は，
地域の食文化を次世代ハ伝えるためやフードマイレージ等の
環境保全の意味をもっ。調翫吉果をみると，年代が高し、ほど
地元産や国産を優先して購入しており，若年層ほど地元産，
国産，車首レ入品にこだわらず倒各債さ）を優先して購入して
いる傾向にあった。しかしながら，若い世代の方が地産地消
や食文化に関して学んでいることからすサ1ば，実際生活にお
いては，知識の有無よりも家計の影響を受けていると考えら
れる。
50歳以上｜
20－四歳代
0% 
50歳以上
40歳代
86.-9 
89:4 
マ91 fP 
50% 
図4 朝食の摂食状況
6η 
100% 
園地元産を優先して
購入
国土佐元産Lここだわら
ず国産を優先して
購入
20・30歳代 隊機援護日記長正当正TEI霊覇 園地元産、国産、輸
入品Lここだわらず
価格 （安さ）を優
0% 20% 40% 60% 80% 100% 先して購入
図5食材購入のあり方
w.まとめ
本研究は，小・中学校における家庭科の食生活領域の内容
の変遷をまとめると共に，子どもの食教育を担う保護者の食
意識・行動と小・中学校時代の学習内容を照らし合わせるこ
とで，家庭科における課題を探ることを目的とした。次に，
得られた知見をまとめる。
まず，学習内容の一貫性の側面から述べる。従来から小学
校 ・中学校での内容の一貫性を図りながら重きが置かれてい
る内容として I望ましい栄養や食事のとり方への瑚卒」およ
び 「出府の習得」をあげることができる。前者については，
保護者においても食生活を営む上で意識の高い項目である。
後者については，簡便性・利便性の高し、加工食品や調理済み
食品等の使用が一般化しており，その背景には保護者の多忙
な生活環境も影響していた。 一方で，家庭で調理技能を子ど
もに伝承する教育的な意識の低さも垣間見られ，家麟ヰ教育
における食に関わる技能の習得の意義を見いだすことができ
る。同時に，学校と家庭との連携によって，家庭における食
教育の必要性と有効性への共通理論特図る取り組みも不可欠
であると考える。
次に，発達段階を踏まえて取り扱われている内容として，
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「食の重要性・喜び弔長しさ」と 「食の安全性と判断Jがあ
げられる。前者は小学校において，後者は昭和53年の改訂以
降は中学校での教育に亘転が置かれている内容である。前者
について，保護者は「家族と食卓を囲む」としりた意識は高
いものの，朝食での共食率は3寄陪1度であり，意識と実態と
の不離がみられる。その背景には，年餅句な傾向から労働問
題に関わる保護者の生活上の課題があることが示唆された。
このことから，食のもつ社会的・精神的機能に関わる学習に
おいては，一般的・概念的な理解にとどまることなく，実生
活上の問題やそれに関わる事柄と関連づけて思考し判断する
学びに高める必要がある。後者の 「食の安全性と判断Jにつ
いては，実生活レベルでこの学習を捉えた際，知識的な醐手
はもとより，安全性に関する問題を自らや家族の健康との関
わりにおいて捉え，判断できるカの育成を目指すといった高
次の矢晴哉・技能に関わる内容である。それゆえ中学校段階で
扱うことが適当とされ，どの年代も学んでいる内容であるも
のの，若年層ほど意識が低いといった年醐句な特徴がみられ
た。この結果から，このような判断力は学校での学習で容易
に導かれるもので、はなく，生活経験値が重なることによって
顕現される能力であることがわかる。したがって，家庭科の
学習においても，授業で習得した知的な理解を生徒個々の生
活において捉え直し，問題意識を持つとし、った生活知に高め
る取り組みが必要である。
以上が、本調査の保護者を対象とした調査結果から托握で
きた家庭科教育の課題である。すなわち，実生活の中で学校
長日を生活知に高める学び，その過程で，生活上の問題をその
背景要因も含めて探求する学びが求められること，さらには，
家庭との連携・協力によってこれらの学習の場を保障するこ
とである。
上記の観点をもとに，最後に，平成10年度改訂以降の食学
習の内容についてまとめる。本調査の保護者の年齢はほぼ30
歳以上であるため該当しないが，平成10年度の改訂によって
取り扱いの変わった項目は，「望ましい食習慣の形成I「地域
の産物・食文化等の酬引「生活の課題と実践Jである。この
改訂によって学力観の転換が図られ，「生きる力」の育成が目
指された。各教科の学びを生活を柱に総創じする総針怜学
習の時聞が菊敵された改訂でもある。また，時を同じくして，
高歯紳士会を見越した介護側決法の制定（平成9年）を受け，
健康寿命を延ばすことが意識され，「健康」とし、う観保のもと
で食漕慣が取り上げられた背景がある。また，雌或や学校の
特色に応じた教育が推進され，家樹ヰにおし、ても「地蛾の産
物や食文化j に関する学習が導入されたと同時に，調理師~r
の習得においても，基本的な調理操作に基づいて内容が示さ
れ，季節キ判蛾の索状に応じた柔軟な取り扱しができること
も特徴である。そして，自分で課題を見つけ，自ら学び自ら
考え，主体的に判断・行動し，よりよく問題を解決する資質
や能力を「生きる力」とし，「生活の課題と実践」に関わる学
習内容が盛り込まれた改訂でもある。生活実践に関わる学び
は，平成20年の改訂においては，中学校家麟ヰにおいて「生
活の課題と実践Jとして明確に内容として盛り込まれ，平成
29年に告示された新教育課程では，真正の文脈での学びが一
層覇見されている。すなわち，実生活と結びつけた学習のデ、
ザインが求められている。この学習観は，本調査で明らかと
なった家庭科教育の課題と求められる取り組みに沿うもので
あるが，平成10年版以降の家庭科を学んだ人々の食生活のあ
り方々場濯での食教育の実態から，これらの学習の成果と課
題を改めて検証する必要があると考える。
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